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静 岡 県

増 減 数 （ 前 年 比 ）

浜松西警察署管内

増 減 数 （ 前 年 比 ）
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令和５年中交通事故発生状況

件数 死者数 負傷者数件数 死者数 負傷者数

【浜松西警察署管内人身事故の各種事故別】
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人身事故件数 死者数 負傷者数

1

夜 間 事 故 131 0 184

0

飲 酒 運 転 事 故 1 0

0 42

18 1 23

交差点内事故 232 1

［令和５年１２月末　確定数］

自 転 車 事 故 80 0 78

高齢ドライバー事故 137 0 176

歩 行 者 事 故 39

高 齢 者 事 故 218 1 126 バ ス 事 故 0 2

タ ク シ ー 事 故 5

0 53

102

※当事者の状態により、各種事故の各項目に重複計上されるため、浜松西警察署管内合計値とは一致しません。

静岡県内では、歩行者・自転車が関わる交通事故が増加しました！

～歩行者のみなさん～

道路を横断する時には必ず止まり…
～自転車ご利用のみなさん～

自転車に乗る前に…

万が一の交通事故に備えて

ヘルメットを着用しましょう！

★ヘルメットは頭部への衝撃を

軽減する効果があります

交通事故は、皆さんの身近に起きています。

お住まいの地域の交通事故の実態を知っていただき、歩行者と運転者、

それぞれの立場でも思いやりを持って、安全歩行・安全運転に努めましょう！

「しずおか・安全横断３つの柱」を実践しましょう！

～交通安全協会浜松西地区支部・浜松西警察署～



交番
駐在 地区別 件数 死者 負傷者

交番
駐在 件数 死者 負傷者

入 野 町 100 0 126 4 0 4

大平台 １ 丁目 1 0 1 11 0 17

大平台 ２ 丁目 6 0 9 10 0 11

大平台 ３ 丁目 3 0 3 12 0 14

大平台 ４ 丁目 2 0 3 2 0 2

西 鴨 江 町 2 0 2 6 0 7

西 都 台 町 0 0 0 1 0 1

志 都 呂 町 3 0 5 0 0 0

志都呂 １ 丁目 13 0 14 3 0 5

志都呂 ２ 丁目 21 0 27 0 0 0

西 山 町 36 0 49 0 0 0

神 ケ 谷 町 13 0 19 1 0 1

神 原 町 9 0 10 35 0 51

大 久 保 町 20 0 26 12 0 19

宇 布 見 43 0 54 40 0 45

山 崎 11 0 15 3 0 3

雄 踏 １ 丁 目 14 0 19 2 0 2

雄 踏 ２ 丁 目 2 0 3 2 0 3

篠 原 町 49 0 66 2 0 3

坪 井 町 23 0 29 2 0 3

馬 郡 町 19 0 23 1 0 1

1 0 2
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11 0 18
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571 1 740

件 数

28

34

165

70

241

33

571

篠
　
原

舘

山

寺

湖

東

[令和５年１２月末　確定数]

長 十 新 田

庄 和 町

伊 左 地 町

和 地 町

湖 東 町

大 山 町

和 光 町

桜 台 １ 丁 目

桜 台 ２ 丁 目

桜 台 ３ 丁 目

桜 台 ４ 丁 目

桜 台 ５ 丁 目

浜松西警察署管内　交番別交通事故発生状況
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浜松環状線、雄踏街道、国道３０１号線
で交通事故が多発！！
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〇 高齢者が関わる交通事故が全体の約４割

〇 １６～１８時の交通事故が多く発生

夕暮れ時から夜間にかけて

見落とさない、見落とされないために

ハイビーム や反射材 を

有効活用しましょう！

幹線道路での

追突事故・出会頭事故

に注意！


